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大
泉
博
子
　
　
　
　
　
1

3
8
7
票

吉
田
貞
好
　
　
　
　
　
　

2
4
7
票

平
松
重
雄
　
　
　
　
　
　
　
　

78
票

ひ
ら
た
誠
一
郎
　
　
　
　
　
　

20
票

比
例
代
表
選
挙
結
果（
政
党
票
の
み
掲
載
）

み
ど
り
の
会
議
　
　
　

18
・
3
7
5
票

自
由
民
主
党

1

0
3
7
・
6
2
5
票

女
性
党
　
　
　
　
　
　
　
　
　

51
票

社
会
民
主
党
　
　
　
　
　
　
　

93
票

維
新
政
党
・
新
風
　
　
　
　
　

9
票

公
明
党
　
　
　
　
　
　
　

5
1
7
票

民
主
党
　
　
　
　
　
　
1

2
9
9
票

日
本
共
産
党
　
　
　
　
　

2
3
1
票

※
整
数
以
下
の
票
は
按
分
票

7
月
11
日
に
執
行
さ
れ
た
参
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
、
65
・
14
％
（
山
口
県

選
挙
区
）
で
、
前
回
を
2
・
61
ポ
イ
ン
ト

下
回
り
ま
し
た
。
当
町
で
の
得
票
数
は
次

の
と
お
り
で
す
。
★
マ
ー
ク
は
当
選
者
。

参
議
院
山
口
選
出
議
員
選
挙
結
果

◆
有
権
者
数
　
　
　
　
　
5

2
0
3
人

◆
投
票
者
数
　
　
　
　
　
3

3
8
9
人

◆
有
効
投
票
数
　
　
　
　
3

3
0
4
票

◆
無
効
投
票
数
　
　
　
　
　
　
　

85
票

◆
投
票
率
　
　
　
　
　
　
　
　

65
・
14
％

◆
候
補
者
別
得
票
数
（
和
木
町
開
票
分
）

★
岸
の
ぶ
お
　
　
　
　
　
1

5
7
2
票

ま
ち
の
話
題

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
結
果

1

7
月
18
日
、
大
畠
中
学
校
で
開
催
さ
れ

た
「
平
成
16
年
度
玖
珂
郡
体
育
大
会
」
総

合
開
会
式
に
お
い
て
、
松
並
秀
夫
さ
ん

（
和
木
3
丁
目
）（
ゴ
ル
フ
部
）
が
玖
珂
郡
体

育
功
労
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

松
並
さ
ん
は
、
和
木
村
体
育
協
会
当
時
、

オ
ー
ル
和
木
野
球
部
で
選
手
と
し
て
活
躍
、

長
年
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
熱
心
に
取

り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
和
木

町
体
育
協
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
ゴ
ル
フ

ま
ち
の
話
題

第
16
回
現
代
美
術
日
本
絵
画
展
で
大
賞

7
月
10
日
、
宇
部
市
文
化
会
館
で
、
島
�

こ
ず
え
さ
ん
（
和
木
2
丁
目
）
が
「
第
16
回

現
代
美
術
日
本
絵
画
展
」
で
大
賞
（
宇
部
市

長
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
絵
画
展
は
、
若
い
作
家
の
創
造
的

芸
術
活
動
と
地
方
に
お
け
る
、
美
術
・
芸

術
振
興
・
普
及
を
図
る
た
め
1
9
7
5
年

に
「
西
日
本
新
人
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
宇
部
市

美
術
公
募
展
」
と
し
て
開
始
、
今
年
で
、

30
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
賞
作
品
は
「
祈
り
Ⅱ
」。
9
・
11
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
テ
ロ
事
件
で
倒
壊
し
て
い

く
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
中
心
に
描
き
、
そ

7
月
2
日
、
防
府
市
で
開
催
さ
れ
た

「
山
口
県
自
治
会
連
合
会
総
会
」
に
お
い

て
、佐
々
木
義
方
さ
ん（
和
木
2
丁
目
）が
自

治
組
織
功
労
者
と
し
て
山
口
県
自
治
会
連

合
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
中
組
自
治
会
長
と
し

て
平
成
6
年
か
ら
地
域
住
民
の
親
睦
と
福

祉
の
向
上
並
び
に
地
域
の
活
性
化
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
自
治
会
活
動

に
ご
尽
力
さ
れ
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

部
を
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
競
技
を

通
じ
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
6
年
か
ら
9
年
ま
で
和
木
町

体
育
協
会
理
事
長
を
、
平
成
10
年
か
ら
13

年
ま
で
副
会
長
と
し
て
和
木
町
体
育
協
会

の
発
展
に
も
ご
尽
力
さ
れ
、
町
内
外
の
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

自
治
会
・
自
治
組

織
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

松
並
さ
ん
郡
体
協

功
労
賞
を
受
賞

の
ビ
ル
を
取
り
巻
く
よ
う
に
人
々
の
悲
し

い
表
情
や
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
の
記
事
を

コ
ラ
ー
ジ
ュ
、
そ
の
上
に
は
平
和
を
願
い

両
手
を
合
わ
せ
る
無
数
の
「
祈
り
の
手
」

を
白
い
ペ
イ
ン
ト
で
描
い
て
い
ま
す
。

島
�
さ
ん
は
「
こ
の
作
品
を
見
る
全
て

の
方
に
幸
せ
を
再
確
認
し
て
欲
し
い
、
ま

た
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば

嬉
し
い
。
時
と
と
も
に
こ
の
悲
惨
な
出
来

事
も
記
憶
か
ら
薄
ら
い
で
い
き
ま
す
が
、

こ
の
絵
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
事
件
の

悲
し
み
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。」
と
作
品

に
込
め
る
思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
賞
作
品
は
、
和
木
美
術
館
で
8

月
7
日
　
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
島
�
こ
ず

え
の
世
界
と
ラ
イ
ヴ
の
出
逢
い
「P

iece
on
P
eace

」」
で
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（ ）土

！
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ま
ち
の
話
題

徳
永
さ
ん
健
康
福
祉

祭
美
術
展
で
入
賞

人
権
擁
護
委
員
は
、
全
て
の
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
必
要
な
助
言
や
関
係
官
公
署

を
紹
介
す
る
な
ど
、
正
し
い
権
利
を
持
っ

て
い
る
方
が
泣
き
寝
入
り
し
な
く
て
い
い

よ
う
解
決
の
手
助
け
を
し
ま
す
。

例
え
ば
、
身
近
な
事
例
と
し
て
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
結
婚
、
夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
、

扶
養
な
ど
の
家
庭
内
の
も
め
ご
と
。
②
結

婚
、
就
職
な
ど
に
関
す
る
不
当
な
差
別
。

③
い
じ
め
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
人
権
に

関
す
る
相
談
。
④
近
隣
間
の
生
活
騒
音
、

悪
臭
、
振
動
な
ど
に
よ
る
生
活
上
の
障
害
。

⑤
借
地
、
借
家
、
金
銭
貸
借
を
め
ぐ
る
不

当
な
要
求
。
⑥
民
事
、
家
庭
問
題
で
裁
判

を
受
け
た
く
て
も
、
費
用
が
な
く
て
困
っ

て
い
る
と
き
の
法
律
扶
助
の
手
続
き
な
ど
。

ご
相
談
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
気
軽
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
佐
藤
　
喜
一
郎
さ
ん

（

52
ー

4
8
3
6
）

６
月
20
日
、

本
菊
江
さ
ん
（
和
木
５

丁
目
）
が
満
90
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

町
長
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
と
し
て
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
つ
け
ら
れ
、

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

7
月
1
日
、
佐
藤
喜
一
郎
さ
ん
（
和
木

2
丁
目
）
が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

厚
生
功
労
者
表
彰

ま
ち
の
話
題

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱

ま
ち
の
話
題

疫
神
社
祭
礼

佐藤喜一郎さん

本菊江さん

7
月
3
日
、
関
ヶ
浜
で
古
来
か
ら
伝
わ

る
「
疫
神
社
祭
礼
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
祭
礼
は
、
家
内
安
全
、
無
病
息
災

を
祈
り
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
約

3
5
0
年
前
「
疫
神
社
」
が
創
建
さ
れ
た

当
時
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
伝
統
行
事

（
町
指
定
民
俗
文
化
財
）
で
す
。
か
つ
て

関
ヶ
浜
で
疫
病
が
流
行
し
た
と
き
、
御
神

木
の
タ
ブ
の
木
に
大
蛇
が
巻
き
付
き
、
疫

病
を
退
散
さ
せ
た
故
事
に
な
ら
っ
て
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

神
社
で
の
神
事
に
続
い
て
、
今
年
の
当

屋
が
各
家
々
を
巡
回
し
「
疫
病
退
散
、
家
内

安
全
」
と
声
を
上
げ
、
サ
カ
キ
で
清
め
獅
子

に
扮
し
た
若
者
が
家
の
中
の
厄
払
い
を
し

ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
毎
年
7
月
3
日
に
行
わ

れ
て
い
る
、
町
最
古
の
伝
統
行
事
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
慣
わ
し
を
後
世
に
伝

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

山
口
県
健
康
福
祉
美
術
展
で
、
徳
永
達

雄
さ
ん
（
和
木
3
丁
目
）
の
木
製
彫
刻
作

品
が
「
は
つ
ら
つ
賞
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
御
神
酒
を
も
ら
っ
た
ツ

ル
が
乱
舞
す
る
の
を
想
像
し
て
表
現
し
た

も
の
で
す
。

徳
永
さ
ん
は
、
約
20
年
前
か
ら
趣
味
で

彫
刻
を
始
め
、
今
ま
で
に
2
0
0
作
品
以

上
を
制
作
。
県
や
岩
国
市
で
の
展
覧
会
に

年
5
回
程
度
出
展
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

88
歳
で
す
が
、
非
常
に
力
強
い
作
品
を
制

作
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
素
晴
ら
し
い
作
品

づ
く
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

崎�辞

崎�培

と
う

や

徳�聽�徳�聽�

徳�聽�



ま
ち
の
話
題

親
ど
う
し
親
睦
を
深
め
る

6
月
27
日
、
体
育
セ
ン
タ
ー
、
中
学
校

体
育
館
で
「
和
木
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
睦
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
学

校
、
中
学
校
に
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
と
教

職
員
が
親
睦
を
深
め
る
た
め
に
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、
約
2
0
0
名
が
参
加
、
男

女
混
合
の
6
人
1
チ
ー
ム
で
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
開
会
前
に
行
な
わ
れ

た
準
備
体
操
で
は
「
よ
さ
こ
い
」
を
取
り
入

れ
て
行
わ
れ
、
会
場
は
大
盛
り
上
が
り
。

大
会
役
員
の
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
（
白
井

邦
正
会
長
）
は
「
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
親
、

教
職
員
と
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
厳
し

い
社
会
に
適
応
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
に
貢

献
で
き
れ
ば
嬉
し
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

7
月
5
日
、
和
木
2
丁
目
第
２
集
会
所

で
和
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
藤
本
巖
会

長
）
主
催
で
「
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
親

睦
会
」
が
開
催
さ
れ
、
41
名
が
参
加
、
ゲ

ー
ム
や
昼
食
を
一
緒
に
楽
し
み
、
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。

第
一
部
の
ゲ
ー
ム
は
、
福
祉
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
�
本
み
ど
り
さ
ん
（
和
木

5
丁
目
）
が
担
当
。
参
加
者
全
員
が
り
ぼ

ん
を
持
ち
、
知
ら
な
い
方
ど
う
し
で
自
己

紹
介
し
た
後
、
じ
ゃ
ん
け
ん
、
勝
っ
た
ら

相
手
か
ら
リ
ボ
ン
を
も
ら
う
「
友
達
じ
ゃ

ん
け
ん
」、
続
い
て
、
俳
句
の
上
・
中
・

下
の
句
を
そ
れ
ぞ
れ
全
員
が
好
き
な
言
葉

で
作
っ
た
も
の
を
混
ぜ
て
組
み
合
わ
す

「
迷
句
（
名
句
）
を
つ
く
ろ
う
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
迷
句
（
名
句
）
を
つ
く

ろ
う
の
ゲ
ー
ム
で
は
、
す
ば
ら
し
い
句
も

で
き
あ
が
り
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
昼
食
会
に
は
、
古
木
町
長
、

中
村
議
長
ら
が
招
待
さ
れ
、
参
加
者
の
皆

さ
ん
と
昼
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
日
、
昼
食
に
用
意
さ
れ
た
弁
当
は
、

生
活
改
善
実
行
グ
ル
ー
プ
（
西
　
節
子
会

長
）
の
会
員
の
方
の
手
づ
く
り
で
「
古
代

米
（
赤
米
）」
を
炊
い
た
も
の
や
町
内
で

収
穫
さ
れ
た
野
菜
を
使
っ
た
煮
物
、
カ
レ

ー
味
付
の
か
ん
ぴ
ょ
う
、
小
松
菜
と
干
し

ぶ
ど
う
の
蒸
し
パ
ン
な
ど
、
工
夫
の
凝
ら

さ
れ
た
お
弁
当
で
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
楽
し
い
ゲ
ー

ム
や
愛
情
の
こ
も
っ
た
食
事
に
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

ま
ち
の
話
題

独
居
老
人
親
睦
会
開
催

ゲームを楽しむお年寄り

上手にできました

3

6
月
末
を
も
っ
て
末
岡
恭
子
さ
ん
（
瀬
田
1
丁
目
）
が
民
生
委
員
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

末
岡
さ
ん
は
、
平
成
5
年
7
月
に
就
任
さ
れ
て
11
年
の
永
き
に
渡
り
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
ま
た
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
後
任
の
方
は
、
未
定
で
す
。

ま
ち
の
話
題

民
生
児
童
委
員
の
末
岡
恭
子
さ
ん
辞
任

崎�辞

崎�辞

7
月
21
日
、
22
日
の
2
日
間
、
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
で
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
保
健
厚

生
部
、
和
木
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

（
向
田
登
美
子
会
長
）
主
催
で
「
夏
休
み

親
子
料
理
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
料
理
教
室
で
は
、
育
ち
盛
り
の
小
学

生
が
参
加
と
い
う
こ
と
で
、
メ
ニ
ュ
ー
は
、

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
の
、
鮭
と
ほ
う
れ
ん

草
の
と
ろ
み
煮
、
夏
野
菜
の
そ
う
め
ん
汁
、

切
干
大
根
の
カ
レ
ー
サ
ラ
ダ
、
ひ
じ
き
の
ふ

り
か
け
な
ど
、
5
品
を
作
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
食
推
会
員
の
手
助
け

も
あ
り
、
野
菜
の
切
り
方
や
、
茹
で
方
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
料
理
は
、
参
加
者
全
員

で
試
食
。
あ
ま
り
の
出
来
の
よ
さ
に
、
子

ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
、
今
日
、
習
っ
た
料

理
は
、
自
宅
で
作
っ
て
家
族
に
も
食
べ
さ

せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

ま
ち
の
話
題

親
子
料
理
教
室
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山
口
県
知
事
選
挙
投
票
日
８
月
８
日

ー
一
枚
に
　
こ
め
た
思
い
を
　
伝
え
た
い
ー

８
月
８
日
　
に
山
口
県
知
事
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
こ
れ
か
ら
の

山
口
県
の
進
路
を
問
う
重
要
な
選
挙
で
す
。
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

ー
不
在
者
投
票
に
代
わ
る

制
度
で
す
ー

投
票
日
に
、
公
私
の
用
事
や
旅
行
等
で

投
票
所
へ
行
け
な
い
方
は
、
投
票
日
の
前

日
ま
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
名
簿
登
録
地
の
市
町
村
以
外
の

市
町
村
や
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
お

け
る
不
在
者
投
票
制
度
に
つ
い
て
は
、
従

前
ど
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

期
日
前
投
票
の
期
間

8
月
7
日
　
ま
で
　

※
土
曜
日
、
日
曜
日
も
で
き
ま
す
。

時
　
間
▼
8
時
30
分
〜
20
時

場
　
所
▼
役
場
議
会
棟
1
階
委
員
会
室

持
参
す
る
も
の
▼
入
場
券
（
緑
色
）

※
印
鑑
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

8
月
8
日
　
7
時
か
ら
20
時
ま
で
で
す
。

◎
和
木
第
1
投
票
所
　

体
育
セ
ン
タ
ー

◎
和
木
第
2
投
票
所

和
木
5
丁
目
集
会
所

（
沖
灰
場
集
会
所
）

◎
瀬
田
投
票
所
　

公
民
館
瀬
田
分
館

◎
関
ヶ
浜
投
票
所
　

公
民
館
関
ヶ
浜
分
館

8
月
8
日
　
20
時
40
分
か
ら
、
体
育
セ

ン
タ
ー
で
行
う
予
定
で
す
。

昭
和
59
年
8
月
9
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

日
本
国
民
で
、
平
成
16
年
4
月
21
日
以
前

か
ら
引
き
続
き
町
内
に
住
所
が
有
り
、
本

町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

方
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
方
も
投
票
で
き

ま
す
。

△
町
外
へ
の
転
出
者
で
あ
っ
て
も
、
県
内

異
動
の
方
は
本
町
で
投
票
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
転
出
先
の

市
町
村
長
又
は
和
木
町
長
の
証
明
書

が
必
要
で
す
。
こ
の
証
明
書
を
本
町

の
投
票
所
の
受
付
に
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

△
県
内
の
他
の
市
町
村
か
ら
の
転
入
者
で

平
成
16
年
4
月
22
日
以
降
、
転
入
の

手
続
を
さ
れ
た
方
は
、
前
の
住
所
地

で
投
票
で
き
ま
す
。（
本
町
で
は
、
投

票
で
き
ま
せ
ん
。）
こ
の
場
合
、
和
木

町
長
又
は
前
住
地
の
市
町
村
長
の
証

明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

投
票
の
で
き
る
方

投
　
票
　
時
　
間

投
　
票
　
場
　
所

開
　
　
　
票

（日）

（日）

（ ）日 （ ）日

（ ）土

選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

和
木
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
企
画
総
務
課
内
）

（

52
ー

２
１
３
５
　
内
線
３
０
６
）

期
日
前
投
票

き
　
　
じ
つ
　

ぜ
ん

と
う

ひ
ょ
う



本
年
度
か
ら
国
が
進
め
て
い
る
地
域
子

ど
も
教
室
事
業
を
受
け
て
、「
和
木
町
わ

あ
い
ク
ラ
ブ
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

「
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」
の
「
わ
あ
い
」
は
、

「
わ
き
あ
い
あ
い
」
の
「
わ
」
と
「
あ
」
と

「
い
」
か
ら
と
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
、
地
域
の
大
人
と
ふ
れ

あ
う
機
会
や
、
体
験
活
動
を
す
る
機
会
を

与
え
る
こ
と
で
、
新
し
い
知
識
を
得
た
り
、

地
域
で
の
仲
間
を
増
や
し
た
り
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
活
動
し
ま
す
。

活
動
日
は
、
８
月
の
後
半
か
ら
を
予
定

し
て
お
り
、
土
曜
日
を
中
心
に
活
動
し
ま

す
。（
た
だ
し
、
夏
休
み
中
は
平
日
に
活

動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。）

内
容
と
し
て
は
、
町
内
の
陶
芸
家
の
方

に
焼
き
物
を
習
っ
た
り
、
林
業
研
究
会
の

み
な
さ
ん
に
野
鳥
の
巣
箱
作
り
を
習
っ
た

り
と
、
地
元
の
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
予
定
し
て
い
る
他
、
映
画
会
や
、

他
の
地
域
に
出
か
け
て
の
体
験
活
動
な
ど

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

た
だ
今
、
会
員
を
募
集
中
で
す
。
詳
し

く
は
次
の
と
お
り
。

対
　
象
▼
小
学
校
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

募
集
人
数
▼
先
着
26
名

募
集
期
間
▼
８
月
６
日
　
ま
で

※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
切

経
　
費
▼
入
会
時
に
保
険
料
５
０
０
円

活
動
時
に
、
教
材
費
、
材
料
費
等
実
費
徴
収

申
込
方
法
▼
学
校
を
通
じ
て
配
付
し
た
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
教

育
委
員
会
事
務
局
ま
で
提
出
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可

53
ー

６
７
７
６
）
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7
月
4
日
に
、
和
木
町
文
化
会
館
ホ
ー

ル
で
「
平
成
16
年
度
　
岩
国
管
内
Ｐ
Ｔ
Ａ

指
導
者
研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
岩
国
教

育
事
務
所
管
内
各
地
域
か
ら
お
よ
そ
3
0

0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

開
会
行
事
で
は
、
主
催
者
と
し
て
、
岩

国
教
育
事
務
所
の
原
田
所
長
、
和
木
小
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
白
井
邦
正
会
長
が
あ
い
さ
つ

に
立
ち
、
来
賓
と
し
て
、
古
木
町
長
、
山

口
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
川
田
副
会
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
こ
れ

ま
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人

13
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

和
木
町
か
ら
は
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
活
躍

さ
れ
た
松
本
愛
子
さ
ん
（
瀬
田
3
丁
目
）
が
表

彰
を
受
け
、
13
名
の
代
表
と
し
て
表
彰
状
を

受
け
取
っ
た
後
、
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
童
話
作
家
の
松
田
も
と
こ
先

生
が
、「
親
の
祈
り
に
心
を
込
め
て
」
と
題

し
て
講
演
。
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
お
話
に
、

参
加
者
は
じ
っ
と
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

続
い
て
の
事
例
発
表
で
は
、
和
木
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
　
太
田
俊
裕
さ
ん
が
「
和

木
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
活
動
の
紹
介
」
と
題

し
て
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
事
例
を
発
表
。

最
後
に
、
和
木
町
教
育
長
（
河
村
忠
昭

先
生
）
か
ら
、
研
修
会
全
体
の
講
評
と
、

今
後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
必
要
な
こ
と
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
を
機
に
、『
行
き
た
い
学

校
・
帰
り
た
い
家
庭
を
目
指
し
て
創
り
上

げ
て
い
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
』
を
め
ざ
し
て
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
盛
り

上
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

和
木
町
教
育
委
員
会
事
務
局
内
に
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、「
奉
仕
活
動
・
体
験
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動

に
関
す
る
情
報
や
、
活
動
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
を
中
心
に
、
小
さ
な
こ
と
で
も
、

自
分
の
手
足
、
体
を
実
際
に
動
か
し
て
何

か
を
「
や
っ
て
み
る
」
機
会
を
提
供
で
き

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

趣
味
を
生
か
し
て
お
手
伝
い
を
お
願
い

し
ま
す
。

例
え
ば
、
も
の
づ
く
り
、
自
然
観
察
、

昔
の
遊
び
、
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
な
ど
何
で

も
結
構
で
す
。

問
合
せ
▼
教
育
委
員
会
（

53
ー

３
１
２
３
）

社会きょういくコーナー�
社会教育広報通算318号�

“
じ
ぶ

ん”
輝く、生涯学

習

生涯学習のマスコットです。�
かわいがってネ�

みん
なの
笑顔で地域イキイキ！

趣
味
を
生
か
し
て
く
だ
さ
い

（ ）金

！

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
に

「
和
木
町
わ
あ
い
ク
ラ
ブ
」

が
発
足
し
ま
す

表彰を受ける松本さん
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あな
たの
読み
たい
本・
聴きた

いCDがきっと見つかります。お気軽にお越しください。図
書館
行事
案内＆新着CD・図書

�
新着ＣＤ：☆　印�
新着図書：『   　』�

＜CD＞
☆TRAVELER/hitomi
☆砂の器オリジナルサウンドトラック/千住明
☆ザ・セブンティーズ
☆CK5/クリスタルケイ
☆疾風乱舞/DA PUMP

＜一般書＞
『赤くて青くて黄色い目』 藤堂志津子著　
『ねこのばば』 畠中惠著　
『High and dry（はつ恋）』 よしもとばなな著　
『釈迦の女　公事宿事件書留帳』 澤田ふじ子著　
『沙門空海唐の国にて鬼と宴す 第1巻 第2巻』

夢枕獏著　

＜児童書・絵本＞
『なんでしょ　なんでしょ』 高畠純作・絵
『あいうえお、だよ』 長田弘作　あべ弘士絵
『とんとんとんと』 五味太郎作・絵　
『おばけのブルブル』 荒井良二作　
『のねずみタイニィのだいぼうけん』
マーティン・ウォーデル文　ジョン・ローレンス絵

『シェイプ・ゲーム』 アンソニー・ブラウン作・絵

☆NYLON KING/石井竜也
☆Love＆Ballads/MISIA
☆ファインクラシック
☆現実逃走記/ジャパハリネット
☆愛する人を守りたいだけさ。/氣志團

『その名にちなんで』 ジュンパ・ラヒリ著　
『激震』 ジェイムズ・ダレッサンドロ著　
『ロビン・フッドの物語』

ローズマリ・サトクリフ著　
『祝儀袋　不祝儀袋　表書きのマナー』 岩下宣子著　
『ごみ問題100の知識』 左巻健男他著

『ズッコケ愛のプレゼント計画』
那須正幹作　前川かずお原画

『ねずみくんのプレゼント』
なかえよしを作　上野紀子絵

『8本あしのゆかいな仲間　クモ』
谷本雄治文　つだかつみ絵

『パソコンで写真を楽しもう！』
斎藤洋一文　野口美智子監修　

今月の休館日　2日（月）・9日（月）・15日（盆）・16日（月）・23日（月）・30日（月）

図書館ホームページアドレス http://www.waki-toshokan.jp/

図書館からのお知らせ
☆夏休み映画ランド
日　時 8月5日（木）午前10時より
場　所 コミセン３階集会室
内　容 トムとジェリー　アカデミーコレクション
入場無料でどなたでもご覧いただけます。

☆図書館の資料の検索・予約がＷＥＢ上でできるようになっています。
（ご自宅のパソコンからインターネットで館内の資料の検索や予約ができます。）
☆資料の検索はどなたでもご利用いただけます。

アドレス：http://www.waki-toshokan.jp/

問合せ 和木町立図書館（ 54ー0222）

絵本の読みきかせ

日　時 8月28日（土）午後３時
場　所 図書館内絵本のコーナー
よみきかせボランティア「ぴのきお」
○図書館では、毎月第3土曜日に
絵本の読み
きかせを行
っています。



ＷＡＫＩコンサート’04参加者募集

7

ステージと客席が一体となって生まれる感動！
ＷＡＫＩコンサートはみんなで創るコンサートです
今年はあなたもどうぞご参加ください
と　き 12月4日（土）18時～　開演
ところ 和木町文化会館
主　催 和木町文化協会
1 応募資格 小学生以上
2 ジャンル 主に洋楽　器楽　声楽（主にアコースティックサウンド）
＊アンプが必要な場合は、各自で持ち込みとセッティングをお願いします

3 演奏形態 ソロ　デュオ　アンサンブル　
4 演奏時間 入退場含めて8分以内【曲間含む】
5 参 加 費 無料
6 募集組数 15組程度
7 申し込み 9月1日（水）から受け付け開始

（申し込み順）
8 申込方法 参加申込書は下記にお問い合わせください

【窓口は8時30分～21時まで】
〒740－0061 和木町和木2－15－1 
和木町総合コミュニティセンター内文化協会事務局
52－2191（お問い合わせのみ） 52－5200

☆反響板をおろします　音響の良いコンサートホールです

問合せ 教育委員会（ 53－3123）

日　時 8月21日（土）10時～上映開始

場　所 文化会館

入場料 無料

問合せ 教育委員会（ 53－3123）
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和木原爆展

展示期間 8月18日（水）～8月22日（日）

開館時間 9時30分～16時30分

展示内容 原爆と峠三吉の詩、被爆資料、原爆に関する

書籍・体験記・絵画等。また、展示期間内に

ビデオを上映します。

入 場 料 無料

“想いっ竹コンテスト”作品展示

展示期間 9月2日（木）～9月9日（木）

開館時間 9時～16時

展示内容 和木町特産品開発プロジェクト委員会の主催

する“想いっ竹コンテスト”の作品展示、人

気投票を実施します。

入 場 料 無料

問 合 せ 教育委員会（ 53－3123）

平成16年盆踊り日程

8月 1日（日）瀬田地区　瀬田遊園地

8月 7日（土）灰場地区　曙遊園地　

8月12日（木）わきあいあい苑

8月13日（金）関ヶ浜地区　関ヶ浜分館

8月14日（土）上組地区 和木１丁目集会所

日　程 8月29日（日）

開　場 13時30分

開　演 14時

会　場 文化会館

主　催 小学校吹奏楽部　中学校吹奏楽部

中学校吹奏楽部OB会

【
周
東
町
】

行
事
名
▼
周
防
祖
生
の
柱
松

日
　
時
▼
8
月
15
日
　
、
19
日
　
、
23
日
　

20
時
〜
21
時
30
分

問
合
せ
▼
祖
生
公
民
館
（

85
ー

0
0
0
1
）

【
錦
町
】

行
事
名
▼
錦
川
清
流
線
ま
つ
り

日
　
時
▼
8
月
14
日
　
17
時
30
分
〜
21
時

会
　
場
▼
錦
町
駅

問
合
せ
▼
錦
川
鉄
道
（

72
ー

2
0
0
2
）

【
美
川
町
】

行
事
名
▼
夏
休
み
お
気
軽
カ
ヌ
ー
体
験
教
室

日
　
程
▼
7
月
24
日
〜
8
月
31
日

会
　
場
▼
美
川
町
南
桑
ウ
ッ
ド
ビ
レ
ッ
ジ

問
合
せ
▼
美
川
町
企
画
振
興
課

（

76
ー

0
3
1
4
）

【
本
郷
村
】

行
事
名
▼
本
郷
天
神
ま
つ
り

日
　
時
▼
8
月
10
日

17
時
〜
23
時
30
分

会
　
場
▼
本
郷
村
役
場
周
辺

問
合
せ
▼
本
郷
村
商
工
会
（

75
ー

2
1
2
2
）

行
事
名
▼
全
日
本
選
抜
ロ
ー
ラ
ー
ス
キ
ー
羅
漢
山
大
会

日
　
時
▼
8
月
22
日
　
　
7
時
〜
9
時

会
　
場
▼
村
内
道
路

（
八
幡
団
地
を
ス
タ
ー
ト
）

問
合
せ
▼
本
郷
村
教
育
委
員
会

（

75
ー

2
0
5
6
）

【
岩
国
市
】

行
事
名
▼
錦
川
水
の
祭
典

日
　
時
▼
8
月
7
日
　
　
9
時
〜
21
時
30
分

（
花
火
は
20
時
〜
）

会
　
場
▼
錦
帯
橋
周
辺

問
合
せ
▼
岩
国
市
観
光
課
（

41
ー

1
4
7
7
）

和木美術館催し物情報

広　域　圏　情　報

（ ）日

（ ）木

（ ）月

（ ）土（ ）火

“想いっ竹コンテスト”

第27回 サマーコンサート
小中学校吹奏楽部、

OB会による吹奏楽演奏会

【応募部門・表彰・副賞】

●アイディア部門
デザイン業務に関わっておられる方を想定していますが

特に応募の資格制限はありません。製品化につながる作

品を募集いたします。

グランプリ・・・1点／副賞5万円

準グランプリ・・2点／副賞2万円

●想いっ竹部門
想い・伝えたいことを竹炭に描いていただきます。小学

生から一般まで、幅広い方の川柳・俳句・絵手紙など自

由な形でご応募ください。お待ちしております。

最優秀賞・・・・・1点／副賞2万円

特別賞・・・・・・3点／副賞5千円

※小中学生の場合の副賞は図書券になります。

※応募点数は両部門とも複数応募可能ですが、未発表作

品に限ります。

※応募作品は、竹炭（和みちくたん以外でも可）

※一般希望者への竹炭の提供は、1個100円で提供し、販

売場所は、住民サービス課。数に限りあり。

【応募締切及び作品搬入日】
8月25日（水）～9月1日（水）9時～16時30分

問合せ 和木町特産品開発プロジェクト委員会

玖珂郡和木町和木1－1－1

（ 52－2135 52－7277）

E－mail tokusan@town-waki.jp

HPアドレス http: //www.town-waki.jp/tokusan/index.html

（ ）日（ ）土
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高
齢
化
や
核
家
族
化
が
す
す
み
、
最
近

で
は
安
全
な
は
ず
の
家
の
中
で
も
様
々
な

事
故
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
目

を
離
し
て
い
る
間
に
、
子
ど
も
が
た
ば
こ

を
飲
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
高
齢
者
が

こ
ろ
ん
で
骨
を
折
っ
て
し
ま
っ
た
り
…
。

こ
う
し
た
時
、
病
院
に
か
か
る
前
に
適

切
な
応
急
手
当
が
で
き
れ
ば
、
ケ
ガ
の
悪

化
を
防
い
だ
り
、
治
療
を
し
や
す
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
手
当
て

の
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
く
と
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ケ
ガ
や
病
気
は
も
ち
ろ
ん
、
生
命

に
か
か
わ
る
よ
う
な
事
故
や
、
災
害
な
ど

が
起
き
た
と
き
に
も
、
あ
わ
て
る
心
を
静

め
て
勇
気
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
1

包
丁
な
ど
で
深
く
刺
し
て
し
ま
っ

た
場
合
は
、
抜
い
て
は
い
け
な
い
？

問
2

脱
臼
し
た
と
き
に
は
、
自
分
で
元

に
も
ど
し
て
よ
い
？

問
3

や
け
ど
で
で
き
た
水
ぶ
く
れ
は
、

つ
ぶ
し
た
方
が
よ
い
？

問
4

薬
品
な
ど
を
飲
ん
だ
と
き
に
は
、

吐
か
せ
る
場
合
と
吐
か
せ
な
い
場
合

が
あ
る
？

問
5

腹
痛
の
と
き
に
は
、
す
ぐ
に
市
販

薬
な
ど
を
飲
む
と
よ
い
？

問
6

お
ぼ
れ
て
呼
吸
を
し
て
い
な
い
と

き
は
、
ま
ず
水
を
吐
か
せ
る
？

問
7

意
識
が
な
い
患
者
は
、
窒
息
し
な

い
よ
う
に
首
を
後
ろ
に
曲
げ
て
寝
か

せ
る
と
よ
い
。

問
8

救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
に
は
、
携
帯

電
話
か
ら
か
け
て
は
い
け
な
い
？

答
え
を
み
な
が
ら
、
応
急
手
当
を
再
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

答
1

○
　
刃
物
が
深
く
刺
さ
っ
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
ま
ま
包
帯
等
で
固
定

し
て
病
院
へ
。
途
中
で
抜
け
て
し
ま

っ
た
ら
、
傷
口
を
ガ
ー
ゼ
等
で
覆
い

圧
迫
（
止
血
）
し
な
が
ら
病
院
へ
。

答
2

×
　
む
や
み
に
も
ん
だ
り
、
自
分

で
戻
そ
う
と
し
な
い
。
三
角
巾
や
包

帯
で
固
定
し
病
院
へ
。
つ
き
ゆ
び
も

捻
挫
、
脱
臼
の
一
種
で
あ
り
、
ひ
っ

ぱ
っ
て
は
い
け
な
い
。

答
3

×
　
水
道
水
な
ど
で
す
ぐ
に
冷
や

し
、
水
ぶ
く
れ
が
で
き
て
い
る
と
き
は

直
接
強
い
水
圧
を
か
け
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
。
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
で
覆
い
、
水

ぶ
く
れ
が
破
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

答
4

○
　
吐
か
せ
て
は
い
け
な
い
と
き

は
、
①
意
識
が
な
い
と
き
②
け
い
れ

ん
を
起
こ
し
て
い
る
と
き
③
灯
油
、

シ
ン
ナ
ー
な
ど
の
石
油
製
品
を
飲
ん

だ
と
き
④
洗
浄
剤
、
漂
白
剤
な
ど
の

強
酸
ま
た
は
強
ア
ル
カ
リ
を
飲
ん
だ

と
き
で
す
。
ま
ず
何
を
飲
ん
だ
か
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

答
5

×
　
激
し
い
腹
痛
の
場
合
は
水
や

食
べ
物
を
与
え
た
り
、
市
販
の
痛
み

止
め
や
下
痢
止
め
の
薬
を
与
え
な
い

で
病
院
へ
。

答
6

×
　
呼
吸
を
し
て
い
な
い
場
合
、

水
を
吐
か
せ
る
前
に
気
道
を
確
保
（
問

7
の
回
答
参
照
）し
人
工
呼
吸
を
す
る
。

答
7

○
　
舌
が
落
ち
込
ん
で
気
道
を
塞

ぐ
の
を
予
防
す
る
た
め
額
を
下
に
傾

け
、
あ
ご
を
上
に
押
し
あ
げ
て
首
を

後
ろ
に
曲
げ
そ
ら
し
た
姿
勢
を
と
ら

せ
ま
す
。

答
8

△
　
携
帯
電
話
で
1
1
9
番
通
報

し
て
よ
い
の
で
す
が
、
県
境
な
ど
で

は
ち
が
う
管
区
の
消
防
署
に
つ
な
が

る
場
合
も
あ
る
の
で
、
現
場
の
住
所

等
を
は
っ
き
り
言
い
ま
し
ょ
う
。
つ

な
が
っ
た
ら
、「
救
急
」
で
あ
る
こ
と
、

目
標
と
な
る
建
物
、
状
態
（
い
つ
、

だ
れ
が
、
ど
こ
で
、
ど
う
い
う
ふ
う

に
、
ど
う
な
っ
た
）、
そ
し
て
患
者
が

複
数
の
場
合
は
人
数
も
伝
え
る
。

救
急
箱
の
整
理
や
、
家
の
中
の
危
険
箇

所
の
確
認
を
し
て
お
く
こ
と
が
、
応
急
手

当
を
や
り
や
す
く
す
る
第
一
歩
で
す
。
9

月
9
日
が
救
急
の
日
で
す
が
、
家
の
中
の

風
通
し
を
よ
く
し
て
お
き
た
い
8
月
こ

そ
、
危
険
箇
所
が
な
く
な
る
よ
う
に
整
理

整
頓
す
る
月
間
に
し
ま
し
ょ
う
。

身
近
に
相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
家
庭

や
、
共
稼
ぎ
で
夜
間
に
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
が
多
い
家
庭
も
増
え
て
い
ま

す
。
山
口
県
で
は
育
児
不
安
の
軽
減
と
小

児
患
者
の
適
切
な
受
診
を
す
す
め
る
た

め
、
電
話
相
談
事
業
を
始
め
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

電
話
番
号
▼
0
8
3
ー

9
2
1
ー

2
7
5
5

受
付
時
間
▼
毎
日
7
時
〜
22
時

対
象
者
▼
15
歳
未
満
の
子
ど
も
及
び
そ
の

保
護
者

保
健
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

知
っ
て
得
々
、
応
急
手
当

「
小
児
夜
間
救
急
医

療
電
話
相
談
事
業
」

ク
イ
ズ
で
確
認

正
し
い
手
当
て
が
で
き
ま
す
か
（
○
×
式
）
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チ
ャ
レ
ン
ジ
畑
で
食
育

食推さんのおすすめメニュー

健 康カレンダー （8月16日～9月15日）

保セ・・・保健相談センター

月 日（曜）

8月18日（水）

8月19日（木）

8月27日（金）

8月26日（木）

9月 2日（木）

6日（月）

9日（木）

14日（火）

行　　　　事

1歳6ヵ月児健診

3歳児健診

プレイルーム

プレイルーム

育児相談

幼児食教室

プレイルーム

健診相談

育児相談（計測のみ）

プレイルーム

ポリオ

受付時間

12：50～13：00

11：00～15：00

11：00～15：00

13：30～14：30

10：00～13：30

11：00～15：00

9：30～10：00

10：30～11：30

11：00～15：00

13：30～14：20

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

関ヶ浜分館

保　　　セ

保　　　セ

保　　　セ

場　　所対　　　　　　　　象

平成15年1月～2月生まれの子とその保護者

平成13年7月～8月生まれの子とその保護者

乳幼児とその保護者

乳幼児とその保護者

乳幼児とその保護者

2～3歳の幼児とその保護者

乳幼児とその保護者

一般の方

乳幼児とその保護者

乳幼児とその保護者

平成9年3月15日～平成16年6月14日生まれの子とその保護者

豚肉のピカタ
材料6人分
豚肉・・・・・・・450g
塩・・・・・・・小さじ1／3
こしょう・・・・少々
小麦粉・・・・・・適宜
卵・・・・・・・・・・・2個

パセリ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10g
サラダ油・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ1
ケチャップ・・・・・・・・・・・・・・大さじ3
マヨネーズ・・・・・・・・・・・・・・大さじ2
レタス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6枚
ミニトマト・・・・・・・・・・・・・・・・・12個

作り方
①下準備
豚肉・・・・・・・１人分が２枚程度になるように切

る。筋切りをしておく。塩・こしょ
うで下味をつけておく。小麦粉をま
ぶし、余分な粉ははたいておく。

パセリ・・・・・みじん切りにしておく。
＠・・・・・・・・・ あわせておく。

子どもが、おいしかったと言ってくれました。子どもでも簡単
に出来るので、親子で協力しながら作り、親子のふれ合いを楽
しんでください。（食推６班　山本　由美子）

2 衣をつくる
ボウルに卵を溶きほぐし、切ったパセリを加
え、混ぜ合わせておく。

3 フライパンで焼く
テフロン加工のフライパンを熱し、油をしいて、
衣をからめた豚肉を入れて両面をよく焼く。蓋を
して火を弱くし、肉に火をとおす。残った衣を肉
の上から流してからめる。皿に盛り付けて、＠の
ソースをかける。レタス、ミニトマトを添える。

幼 児 食 教 室

お子様の食事について、一緒に考えて

みませんか？
対象者 2～3歳の幼児とその保護者　

日　時 8月27日（金）10時～13時30分

場　所 保健相談センター

内　容 幼児の食事についての話、調理実習

参加費 材料費実費（400円程度）

持ってくるもの 母子手帳、エプロン、ふきん

申込み 8月20日（金）までに

保健相談センターへ

（ 52－7290）

パセリ�

「
ピ
ー
マ
ン
で
き
て
る
よ
〜
。
あ
あ
っ
、

す
い
か
だ
！
」
5
月
に
植
え
た
野
菜
が
実

り
、
収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
チ
ャ
レ

ン
ジ
畑
に
は
、
日
々
子
ど
も
た
ち
が
野
菜

を
見
つ
け
る
声
が
響
い
て
い
ま
す
。
幼
稚

園
に
入
園
し
た
ば
か
り
の
男
の
子
も
、
畑

の
野
菜
は
あ
っ
と
い
う
間
に
名
前
を
覚
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
料

理
さ
れ
た
野
菜
は
見
て
い
た
は
ず
で
す
が
、

実
際
に
成
長
を
見
守
っ
て
き
た
ら
名
前
と

形
が
す
ぐ
に
一
致
し
た
よ
う
で
す
。

親
た
ち
も
「
い
ん
げ
ん
っ
て
、
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
実
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
。
昨
日

小
さ
か
っ
た
き
ゅ
う
り
が
、
1
日
で
大
き
く

な
る
ん
だ
。」
な
ど
と
、
野
菜
の
本
当
の
姿

を
知
っ
て
大
事
に
収
穫
し
て
い
ま
す
。
食
材

を
作
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ゆ
っ
た
り
と

生
命
を
育
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
畑
は
「
健
康
わ
き
21
（
健

康
づ
く
り
計
画
）」
に
、
も
と
づ
く
事
業
で

す
。
子
育
て
中
の
親
子
が
慣
れ
な
い
野
菜

づ
く
り
に
挑
戦
中
で
す
。

＠

小･中学生で予防接種のご
案内を受けたみなさんは、
夏休みを利用して体調のよ
いときに接種しましょう。
●小４年生：日本脳炎
●小６年生：二種混合
●中３年生：日本脳炎

受け忘れていませんか？
予防接種
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Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
ス
ポ
ー
ツ

玖
珂
郡
体
育
大
会
結
果

場所：岩国カントリー倶楽部
結果：
＜団体の部＞
１位　玖珂町　２位　周東町　３位　和木町
＜個人の部＞
１位　村本　俊彦（和木町）
２位　中礒　利博（和木町）

ゴ　ル　フ

ソフトテニス（男子）
場所：サン・ビレッジ周東
結果：１位　和木町　２位　周東町　３位　大畠町

由宇町

0

1

1

1 1 1

1

1

1

1

23

10

0

由宇町

和木町

大畠町

周東町

玖珂町

和木町 大畠町 周東町 玖珂町

周東町

周東町 玖珂町 和木町

玖珂町

和木町

勝 負 順位 勝

2

負

0

順位

11 3 4

4 0 1

2 2 3

3 1 2

0 4 5

0 2 3

1 1 2

ソフトテニス（女子）
場所：サン・ビレッジ周東
結果：１位　周東町　２位　和木町　３位　玖珂町

卓　　球（男子）
場所：由宇町文化スポーツセンター
結果：
１位　和木町
２位　玖珂町
３位　錦　町
３位　周東町

卓　　球（女子）
場所：由宇町文化スポーツセンター
結果：
１位　玖珂町
２位　周東町
３位　和木町
３位　美川町

弓　　道（男子）
場所：蜂ヶ峯総合公園弓道場
結果：
＜団体の部＞
１位 大畠町
２位 和木町
３位 周東町
＜個人の部＞
２位 竹本秀喜（和木町）

弓　　道（女子）
場所：蜂ヶ峯総合公園弓道場
結果：
＜団体の部＞
１位　和木町　２位　美和町
＜個人の部＞
１位　竹本真由美（和木町）

和
木
町

周
東
町

錦
　
町

玖
珂
町

玖
珂
町

美
川
町

周
東
町

和
木
町

平
成
16
年
度
玖
珂
郡
体
育
大
会
が
5
月

29
日
、
7
月
14
日
、
17
日
か
ら
19
日
の
5

日
間
、
大
畠
・
由
宇
町
を
主
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

町
体
育
協
会
会
員
を
中
心
と
し
た
総
勢

1
7
3
名
に
及
ぶ
選
手
団
が
、
猛
暑
の
中

で
、
力
の
限
り
戦
い
、
総
合
成
績
で
第
3

位
の
立
派
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
選
手

の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

な
お
、
各
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

総
合
成
績

優
　
勝
　
周
東
町
　
89
ポ
イ
ン
ト

準
優
勝
　
由
宇
町
　
84
ポ
イ
ン
ト

第
3
位
　
和
木
町
　
80．
5
ポ
イ
ン
ト

7
月
16
日
か
ら
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ

た
「
第
44
回
全
日
本
実
業
団
男
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
」
で
、
帝
人
岩
国
チ

ー
ム
所
属
の
松
村
亮
さ
ん（
瀬
田
3
丁
目
）

が
昨
年
に
引
き
続
き
、出
場
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
、
予
選
を

勝
ち
抜
い
た
精
鋭
32
チ
ー
ム
が
出
場
。
帝

人
岩
国
チ
ー
ム
は
中
国
大
会
に
お
い
て
準

優
勝
後
、
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
へ
の
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
和
木
町
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
の
代
表
者
と
し
て
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。

松
村
亮
さ
ん

実
業
団

ソ
フ
ト
で
全
国
大
会
出
場松村　亮さん

3

3

2

222

2

2 2 2

2

3 1 0 3
13

3 0 3 1
13
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場所：岩国ボウルフラワー
結果：
＜団体の部＞
１位　和木町
２位　大畠町
３位　美和町
＜個人の部＞
４位　土井　悦義（和木町）

ボ ウ リ ン グ

ソフトボール（女子）
場所：由宇町民グラウンド
結果：
１位　和木町
２位　美和町
３位　本郷村　

バレーボール（男子）
場所：玖珂町体育センター
結果：
１位　周東町
２位　和木町
３位　玖珂町
３位　大畠町

ソフトボール（男子）
場所：大畠町民グラウンド
結果：１位 美和町 ２位 本郷村 ３位 周東町 ３位 由宇町

バレーボール（女子）
場所：由宇小学校体育館
結果：
１位　和木町
２位　玖珂町
３位　大畠町
３位　由宇町

日
　
時

6
月
27
日
　

場
　
所

美
和
町
武
道
館

和
木
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
部
及
び

和
木
体
協
剣
道
少
年
部
か
ら
16
名
が
受
審

し
、
左
記
の
通
り
合
格
昇
級
い
た
し
ま
し
た
。

◆
剣
道
5
級
◆

中
本
　
崇
斗
　
（
2
年
）

坂
根
　
紀
輝
　
（
2
年
）

高
橋
　
由
季
　
（
3
年
）

高
倉
　
佑
季
　
（
3
年
）

◆
剣
道
3
級
◆
　
　

青
木
　
里
沙
　
（
5
年
）

◆
剣
道
2
級
◆
　
　

泉
原
　
　
拓
　
（
5
年
）

藤
川
　
加
奈
子
（
5
年
）

◆
剣
道
1
級
◆

山
根
　
央
充
　
（
6
年
）

中
本
　
泰
司
　
（
6
年
）

上
岡
　
聖
卓
　
（
6
年
）

村
岡
　
梨
奈
　
（
6
年
）

山
本
　
将
夢
　
（
6
年
）

高
橋
　
広
典
　
（
6
年
）

高
倉
　
利
沙
　
（
6
年
）

八
木
原
　
裕
貴
（
6
年
）

中
川
　
健
太
郎
（
高
3
）（

敬
称
略
）

と
　
き
▼
７
月
３
日
　

と
こ
ろ
▼
岩
国
市
横
山
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

結
　
果
▼
４
年
生
の
部
　
準
優
勝

次
の
と
お
り
休
館
い
た
し
ま
す
。
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

8
月
7
日
　
か
ら
9
日
　
午
前
中
ま
で

※
町
民
庭
球
場
も
含
み
ま
す
。

8
月
13
日
　
か
ら
16
日
　
ま
で

※
町
民
庭
球
場
、
プ
ー
ル
も
含
み
ま
す
。

剣
道
級
審
査
会
結
果

岩
国
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
サ
ッ
カ
ー
大
会

体
育
セ
ン
タ
ー

「
休
館
」
の
お
知
ら
せ

（ ）土（ ）金

（ ）月（ ）月

バドミントン（男子）
場所：由宇中学校体育館
結果：
１位　和木町
２位　大畠町
３位　由宇町　
３位　玖珂町

バドミントン（女子）
場所：由宇中学校体育館
結果：
１位　周東町
２位　由宇町　
３位　和木町　
３位　玖珂町

バスケットボール
場所：周東町勤労者体育センター
結果：
１位　由宇町
２位　本郷村
３位　大畠町
３位　周東町

玖
珂
町

錦
　
町

和
木
町

由
宇
町

美
和
町

大
畠
町

周
東
町

2
0

0 2
2 0 2

0

大
畠
町

玖
珂
町

和
木
町

由
宇
町

2
0 3

0

美
川
町

周
東
町

和
木
町

本
郷
村

錦
　
町

大
畠
町

美
和
町

由
宇
町

玖
珂
町

3 4 17 3 1 13 9 3
2 7 7 0

3 6

3 1

2 0

周
東
町

玖
珂
町

由
宇
町

和
木
町

2
2 0

0 2 0

2 0 0 2

美
川
町

大
畠
町

和
木
町

錦
　
町

由
宇
町

美
和
町

玖
珂
町

周
東
町

0
0

2 1
2 0 2

2 2 0 2 0 2 0

美
和
町

本
郷
村

和
木
町

錦
　
町

2
5 5

1 13 5

（抽選）



相
談
内
容
▼
就
職
活
動
の
具
体
的
な
方
法

に
つ
い
て
、
就
職
活
動
に
関
す
る
困
り

ご
と
、
職
務
経
歴
書
履
歴
書
な
ど
の
書

き
方
、
利
用
法
に
つ
い
て
、
面
接
に
必

要
な
知
識
、
留
意
点
に
つ
い
て
な
ど

対
　
象
▼
県
内
に
居
住
す
る
離
職
者
の
方

で
、
現
在
求
職
活
動
中
の
方

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

問
合
せ
▼
県
東
部
労
政
事
務
所
岩
国
駐
在

（

29
ー

1
5
5
5
）

子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
心

の
中
も
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
、
子
ど
も
に
関
わ
る
悩
み

不
安
、
気
に
な
る
こ
と
な
ど
、
何
で
も
相

談
や
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
た
ち
の
様
々
な
問
題
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
に
は
、早
期
対
応
が
大
切
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め

に
、皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

相
談
は
こ
ち
ら
へ

和
木
保
育
所
（

53
ー

5
5
5
1
）

和
木
幼
稚
園
（

52
ー

2
7
0
7
）

和
木
小
学
校
（

53
ー

2
6
5
5
）

和
木
中
学
校
（

52
ー

4
3
2
8
）

教
育
委
員
会
（

53
ー

3
1
2
3
）

岩
国
教
育
事
務
所
（

29
ー

1
5
7
0
）

県
教
育
委
員
会

（

0
8
3
ー

9
3
3
ー

4
5
3
1
）

近
年
の
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
背
景
に
、

解
雇
、
労
働
条
件
の
引
き
下
げ
、
い
じ
め

等
、
職
場
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
労
働

条
件
の
最
低
基
準
を
定
め
た
労
働
基
準
法

に
違
反
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
労
働
基

準
監
督
署
を
窓
口
と
し
て
、
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
窓
口

で
の
相
談
は
も
と
よ
り
、
電
話
で
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
や

助
言
に
加
え
て
、
民
事
的
な
解
決
を
求
め

る
方
に
対
す
る
あ
っ
せ
ん
申
請
の
受
付
も

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
国
の

機
関
で
あ
り
、
相
談
に
関
す
る
費
用
は
一

切
か
か
り
ま
せ
ん
。

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た

と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
総
合
労

働
相
談
コ
ー
ナ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
労
働
基
準
監
督
署

（

24
ー

1
1
3
3
）

和
木
町
、
岩
国
市
、
由
宇
町
で
組
織

す
る
岩
国
地
域
生
徒
指
導
推
進
協
議
会

で
は
、
青
少
年
健
全
育
成
の
運
動
の
一

環
と
し
て
次
の
要
領
で
住
民
の
方
か
ら

も
標
語
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
の
で
、ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

1

作
品
の
内
容

青
少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
に
つ

な
が
る
も
の
で
未
発
表
の
も
の
。

2

応
募
方
法

○
ポ
ス
タ
ー

画
用
紙
サ
イ
ズ
は
四
つ
切
り

○
標
　
語

一
人
3
点
以
内

※
い
ず
れ
の
作
品
に
も
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

3

提
出
先
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局（

53
ー

3
1
2
3
）

4

締
切
り

9
月
3
日
　

5

表
彰

最
優
秀
各
1
点
、
優
秀
各
2
点
、
入

選
各
5
点

※
入
選
以
上
に
な
ら
れ
た
方
に
は
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。
最
優
秀
に
つ
い
て
は
、

10
月
16
日
　
に
開
催
さ
れ
る
岩
国
地
域

青
少
年
健
全
育
成
推
進
大
会
で
表
彰
し

ま
す
。

青
少
年
非
行
防
止

ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募
集

総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委

員
が
、
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
を
広
く
住
民
の
方
か
ら
お
聞
き
す
る

「
行
政
相
談
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
▼
８
月
20
日
　
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
▼
町
民
相
談
室（

52
ー

1
6
1
6
）

普
段
お
困
り
の
こ
と
や
、
悩
ん
で
お
ら

れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
▼
社
会
福
祉
協
議
会

（

52
ー

8
6
4
4
）

●
心
の
健
康
・
痴
呆
相
談

毎
月
第
2
金
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
巡
回
相
談

毎
月
第
1
木
曜
日
10
時
〜
16
時

相
談
員
▼
専
門
医
師

●
ス
ト
レ
ス
相
談

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

相
談
員
▼
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
　
所
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
内
　

各
地

問
合
せ
▼
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（

29
ー

1
5
2
5
）

行

政

相

談

就
職
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

精

神

保

健

相

談

心

配

ご

と

相

談

相
　
　
談

（ ）金

子
ど
も
の
こ
と
何
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内

（ ）土 （ ）金

13

広
報
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す

広
報
わ
き
に
掲
載
し
た
写
真
を
、
ご
希

望
の
方
に
無
料
で
さ
し
あ
げ
ま
す
。

問
合
せ
▼
企
画
総
務
課
広
報
係

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
3
1
1
）



ゆ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン

パ
ソ
コ
ン
を
こ
れ
か
ら
始
め
る
人
、
使

っ
て
い
る
け
ど
よ
く
分
か
ら
な
い
人
、
ゆ

っ
く
り
、
じ
っ
く
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う

日
　
時
▼
8
月
23
日
・
24
日
・
25
日
　
　

10
時
〜
15
時

対
　
象
▼
初
心
者

定
　
員
▼
15
名

そ
の
他
▼
お
昼
休
み
1
時
間
　
お
弁
当
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い

デ
ジ
カ
メ
を
楽
し
も
う
！

家
に
あ
る
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
も
っ
と

上
手
に
、
綺
麗
に
撮
影
し
、
そ
の
写
真
に

パ
ソ
コ
ン
で
文
字
を
入
れ
た
り
色
を
変
え

た
り
編
集
し
ま
す
。

日
　
時
▼
8
月
25
日
・
27
日
18
時
30
分
〜

20
時
30
分

対
　
象
▼
パ
ソ
コ
ン
と
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

を
持
っ
て
い
る
方

定
　
員
▼
10
名

そ
の
他
▼
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
（
付
属
品
等

含
）
を
ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
を
持
ち
込
み
の
方
は
、
ご
自
分

の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
で
き
ま
す
。

両
講
座
と
も
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

場
　
所
▼
文
化
会
館
視
聴
覚
室

受
講
料
▼
無
料

申
込
み
及
び
問
い
合
せ
先

教
育
委
員
会
（

53
ー

3
1
2
3
）

14

採
用
種
目

①
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
自
衛
隊
）

②
一
般
曹
候
補
生
学
生

③
曹
候
補
士

④
2
士

受
験
資
格

①
高
卒
（
見
込
を
含
む
）
20
歳
ま
で
の
方

②
18
歳
〜
23
歳
の
方

③
④
18
歳
〜
26
歳
の
方

試
験
日

①
9
月
23
日
　
　
　
　

②
③
9
月
18
日
　

④
女
性
9
月
26
日
　
又
は
27
日
　

男
性
9
月
30
日
　

申
込
期
間
（
全
て
の
採
用
種
目
）

8
月
2
日
　
〜
9
月
8
日
　

問
合
せ
▼
自
衛
隊
岩
国
募
集
事
務
所

（

23
ー

1
5
8
0
）

受
付
期
間
▼
7
月
6
日
　
〜
8
月
27
日
　

募
集
区
分

中
　
級
▼
小
・
中
学
校
栄
養
士

初
　
級
▼
事
務
、
警
察
事
務
、
土
木
、
林

業
、
電
気
、
小
・
中
学
校
事
務

保
健
師
・
助
産
師
▼
助
産
師

看
護
師
▼
看
護
師

1
次
試
験
▼
9
月
26
日
　

詳
し
く
は
、
山
口
県
人
事
委
員
会
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
山
口
県
人
事
委
員
会

（

0
8
3
ー

9
3
3
ー

4
4
7
4
）

〜
行
方
不
明
者
を
捜
し
て
い
る
方
へ
〜

皆
さ
ん
の
ご
家
族
や
身
近
な
人
の
中

で
、
家
出
等
に
よ
り
行
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
人
が
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

警
察
で
は
、
こ
れ
ら
行
方
の
分
か
ら
な
く

な
っ
て
い
る
家
出
人
等
の
所
在
を
捜
す
た
め

に
、
本
年
8
月
11
日
か
ら
20
日
の
10
日
間
を

「
行
方
不
明
身
元
確
認
強
化
月
間
」
と
し
て
、

調
査
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
中
に
は
警
察
本
部
内

に
「
行
方
不
明
者
を
捜
す
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

ご
家
族
の
中
で
安
否
を
気
遣
っ
て
お
ら

れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ど
う

ぞ
遠
慮
な
く
相
談
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

家
出
人
の
特
徴
、
家
出
当
時
の
服
装
、

所
持
品
な
ど
の
事
情
に
詳
し
い
方
が
相
談

に
お
い
で
に
な
る
と
幸
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
身
元
が
判
明
せ
ず
引
き
取
ら

れ
て
い
な
い
死
者
も
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

一
体
で
も
多
く
の
死
者
の
方
の
身
元
が
判

明
し
、
ご
家
族
に
よ
り
手
厚
く
葬
っ
て
い

た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
き
ら
め
な
い
で
、
ご
相
談
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
相
談
に
関
す
る
費
用
は
一

切
不
要
で
あ
り
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

日
　
時
▼
8
月
16
日
　
〜
8
月
20
日
　

9
時
〜
16
時

場
　
所
▼
山
口
警
察
本
部
5
階
鑑
識
課
内

（

0
8
3
ー

9
3
3
ー

0
1
1
0
）

パ
ソ
コ
ン
講
座

試
験
種
類
▼
甲
種
、
乙
種
、
丙
種

試
験
日
▼
11
月
21
日

場
　
所
▼
岩
国
市
内
及
び
県
内
各
市

受
験
資
格
▼
乙
、
丙
種
は
誰
で
も
受
験
で

き
ま
す
。甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間
▼
9
月
1
日
　
〜
9
月
10
日

受
験
手
続
▼
消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防

出
張
所
に
備
え
付
け
の
受
験
願
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

（

22
ー

0
1
1
9
）

受
付
期
間
▼
9
月
3
日
　
ま
で

第
1
次
選
考
▼
10
月
3
日
　

採
用
人
数
▼
2
名
程
度

試
験
会
場
▼
パ
ル
ト
ピ
ア
や
ま
ぐ
ち

受
験
資
格
▼
自
力
で
通
勤
が
で
き
、
介
護

者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方
で
、

次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方
が
受
験

で
き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
そ
　

の
障
害
の
程
度
が
1
級
か
ら
4
級
ま
で

の
方

②
昭
和
50
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
62
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

③
山
口
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方
（
通
学

等
の
た
め
一
時
的
に
県
外
に
居
住
し
て

い
る
方
を
含
む
）

④
活
字
印
刷
文
の
出
題
に
対
応
で
き
る
方

問
合
せ
▼
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（

0
8
3
ー

9
3
3
ー

4
4
7
4
）

危
険
物
取
扱
者
試
験

山
口
県
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

自
衛
官
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
候
補

生
、
陸
・
海
・
空
自
衛
官
）
募
集

身
体
障
害
者
を
対
象
と

し
た
県
職
員
採
用
試
験

（ ）水

（ ）金

（ ）祝
（ ）土

（ ）日

（ ）月

（ ）木

（ ）月

（ ）水

（ ）火（ ）日

（ ）金

（ ）金
（ ）日

（ ）日

気
に
な
り
ま
せ
ん
か
、

家
族
の
安
否（ ）月

（ ）金

！



ハ
ガ
キ
等
に
よ
る
架
空
請
求

携
帯
電
話
広
告
メ
ー
ル

有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
請
求
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【
2
・
3
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

入
会
し
有
料
サ
イ
ト
を
利
用
す
る
意
思

が
な
け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
錯
誤
に
よ
る

操
作
ミ
ス
と
考
え
ら
れ
、
契
約
の
無
効
を

主
張
す
べ
き
で
す
。

操
作
し
た
本
人
が
不
当
な
請
求
と
判
断

し
た
場
合
は
、
高
額
な
支
払
い
請
求
に
応

じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
返
信

し
た
り
、
連
絡
を
と
る
こ
と
で
、
自
分
の

住
所
、
氏
名
な
ど
個
人
情
報
を
相
手
に
教

え
る
こ
と
に
な
り
、
再
度
、
請
求
さ
れ
た

り
、
他
の
業
者
に
悪
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
架
空
請
求
に
関
し
て
】

ハ
ガ
キ
、
封
書
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
を

利
用
し
、
何
ら
か
の
名
簿
に
よ
り
無
作
為

に
送
ら
れ
て
く
る
架
空
請
求
が
多
発
し
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
根
拠
の
な
い
請
求
に
つ
い

て
は
、
一
切
無
視
し
て
、
連
絡
な
ど
を
し

な
い
こ
と
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

最
近
で
は
、
債
権
回
収
業
者
を
名
乗
り
、

裁
判
、
差
し
押
さ
え
、
強
制
執
行
と
い
う

文
言
で
脅
し
た
り
、
法
律
相
談
所
や
弁
護

士
の
名
前
を
利
用
し
た
事
例
も
あ
り
、
不

安
に
か
ら
れ
て
連
絡
す
る
と
思
わ
ぬ
ト
ラ

ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

一
度
支
払
う
と
、
次
々
と
請
求
が
届
く
よ

う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
、
自
信
を
も
っ

て
臨
み
ま
し
ょ
う
。

脅
迫
め
い
た
悪
質
な
請
求
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
警
察
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

【
携
帯
電
話
広
告
メ
ー
ル
の
有
料
サ
イ
ト
】

携
帯
電
話
に
ダ
イ
レ
ク
ト
で
入
っ
て
く

る
広
告
メ
ー
ル
の
サ
イ
ト
の
利
用
料
に
関

す
る
苦
情
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
、
携
帯
電
話
で
は
画
面
上

の
制
約
が
あ
る
た
め
、
長
い
規
約
を
よ
く

確
認
し
な
い
ま
ま
、
つ
い
、
う
っ
か
り
ボ

タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
登
録
と
な
り
、
高

額
な
利
用
料
・
登
録
料
を
請
求
さ
れ
た
と

い
う
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
に
は
、

有
料
情
報
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

に
よ
り
「
自
宅
ま
た
は
会
社
に
直
接
取
り

立
て
に
き
た
」
と
い
う
相
談
は
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。

も
し
、
仮
に
利
用
料
金
や
支
払
期
限
な

ど
に
つ
い
て
承
諾
し
、
利
用
し
た
と
し
て

も
正
当
な
料
金
と
規
定
の
遅
延
損
害
金
以

外
は
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

利
用
し
た
覚
え
の
な
い
情
報
料
の
請

求
、
借
り
た
覚
え
の
な
い
債
務
の
返
済
請

求
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

企
画
総
務
課
　
　
　

（

52
ー

２
１
３
５
）

く
ら
し
の
相
談
員
　
岡
内
章
二
郎

（

52
ー

5
8
6
8
）

山
口
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（

0
8
3
ー

9
2
4
ー

2
4
2
1
）

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

最
終
通
告
と
か
、
裁
判
、
差
し
押
さ
え
な

ど
と
記
載
さ
れ
て
い
て
も
、
利
用
し
た
覚
え

が
な
い
請
求
や
根
拠
の
な
い
請
求
に
は
一
切

応
じ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
請
求
者
は
何

ら
か
の
名
簿
を
入
手
し
、
無
作
為
に
請
求
を

行
っ
て
い
ま
す
。
相
手
に
連
絡
す
る
と
個
人

情
報
を
知
ら
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
一
切

無
視
す
る
こ
と
が
適
切
で
す
。

【
相
談
事
例
2
】

携
帯
電
話
に
送
ら
れ
て
き
た
広
告
メ
ー

ル
を
開
い
た
ら
、
有
料
情
報
サ
ー
ビ
ス
に

繋
が
っ
た
。
利
用
す
る
意
思
は
な
か
っ
た

が
、
い
つ
も
の
癖
で
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、

18
歳
以
上
を
押
す
と
、
入
会
に
な
り
、
あ

わ
て
て
す
ぐ
に
切
っ
た
が
、
登
録
料
3
万

円
を
請
求
さ
れ
た
。
あ
と
で
利
用
規
約
を

詳
し
く
見
る
と
、「
18
歳
以
上
を
選
択
す

る
と
入
会
に
な
り
ま
す
」
と
書
い
て
あ
っ

た
。
入
会
す
る
意
思
も
な
い
し
、
サ
イ
ト

も
利
用
し
て
い
な
い
。

【
相
談
事
例
3
】

携
帯
電
話
に
ゲ
ー
ム
の
サ
イ
ト
と
い
う
広

告
メ
ー
ル
が
入
っ
た
。
ア
ク
セ
ス
し
た
ら

出
会
い
系
サ
イ
ト
だ
っ
た
の
で
す
ぐ
に
切

っ
た
が
3
万
円
請
求
さ
れ
た
。

は
じ
め
に
規
約
は
な
く
、
3
万
円
の
請

求
と
と
も
に
規
約
が
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て

き
た
。

全
く
利
用
し
た
覚
え
が
な
い
情
報
料
の

請
求
や
借
り
た
覚
え
の
な
い
債
務
の
返
済

な
ど
を
票
求
す
る
い
わ
ゆ
る
架
空
請
求
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
に
入
り
、
携
帯
電
話
の
広

告
メ
ー
ル
に
添
付
さ
れ
て
き
た
有
料
サ
イ

ト
の
利
用
や
登
録
料
に
関
し
て
の
ト
ラ
ブ

ル
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

【
相
談
事
例
1
】

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
有
料
情
報
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
覚
え
が
な
い
の
に
、

料
金
請
求
の
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
。
ハ
ガ
キ

に
は
、
未
納
利
用
料
金
請
求
最
終
通
達
書

と
書
い
て
あ
り
、
料
金
や
利
用
明
細
に
つ

い
て
は
一
切
記
載
が
な
く
、
指
定
さ
れ
た

電
話
番
号
に
至
急
連
絡
す
る
よ
う
書
か
れ

て
い
た
。
裁
判
、
差
し
押
さ
え
、
強
制
執

行
な
ど
と
書
か
れ
て
い
た
。

ハ
ガ
キ
等
に
よ
る
架
空
請
求
や
携
帯
電
話
広
告
メ
ー
ル

有
料
サ
イ
ト
利
用
料
金
請
求
に
つ
い
て



区
別
な
ど
と
い
っ
た
人
間
と
し
て
の
基
本

的
な
倫
理
観
や
規
範
意
識
の
希
薄
化
が
指

摘
さ
れ
、
心
の
教
育
の
必
要
性
が
さ
け
ば

れ
て
い
る
今
日
、
豊
か
な
心
を
育
む
教
育

の
推
進
に
あ
た
り
、
二
宮
尊
徳
の
生
き
方

や
教
え
を
教
育
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
く

こ
と
は
、
大
切
で
あ
り
、
意
義
の
あ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

学
校
に
お
き
ま
し
て
は
、
心
の
教
育
の

肝
要
さ
を
踏
ま
え
道
徳
の
時
間
を
中
心
に

指
導
に
力
を
注
い
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

二
宮
尊
徳
の
銅
像
を
校
庭
に
再
建
す
る

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
時
と
世
相
が

違
う
こ
と
か
ら
子
ど
も
達
が
そ
の
生
き
方

を
理
解
す
る
こ
と
及
び
銅
像
を
大
切
に
す

る
こ
と
が
、
極
め
て
困
難
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
設
置
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
の
で

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

提
言
箱
は
、
役
場
（
玄
関
）、
文
化
会

館
、
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
体

育
セ
ン
タ
ー
、
関
ヶ
浜
分
館
、
瀬
田
分
館

に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

「
声
」
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
提
言
内
容
の
確
認
及
び
、
ご
本

人
へ
の
回
答
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

投
稿
の
際
に
は
、
必
ず
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
匿
名

や
氏
名
の
無
い
提
言
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
政
の
参
考
に
は
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
広
報
紙
で
の
回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
広
報
紙
面
に
は
、
特
に
希
望
が
あ
る
方

を
除
き
、
氏
名
等
の
公
表
は
い
た
し
ま
せ

ん
。

『
町
長
へ
の
提
言
箱
』
か
ら

【
提
　
言
】

二
宮
尊
徳
（
金
次
郎
）
銅
像
の
再
建
を
　

こ
れ
ま
で
忘
れ
、
す
て
ら
れ
て
き
た

「
地
域
固
有
の
も
の
」
・
「
日
本
固
有
の
も

の
」
を
、
も
う
一
度
、
見
直
し
回
復
さ
せ

る
「
ま
ち
お
こ
し
」
を
提
案
し
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
21
世
紀
の
和
木
町
を

「
学
校
教
育
の
ま
ち
」
と
位
置
づ
け
、
二

宮
尊
徳
の
銅
像
を
校
庭
に
再
建
し
、
尊
徳

が
目
指
し
た
人
間
像
で
あ
る
尊
徳
の
教
え

を
「
わ
が
ま
ち
」
の
教
育
の
支
柱
と
し
て

「
分
度
・
勤
倹
・
推
譲
・
報
徳
・
至
誠
・

積
小
為
大
」
の
文
字
を
刻
ん
だ
石
碑
を
た

て
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。
人
間
教
育
と
し

て
の
二
宮
尊
徳
精
神
は
教
育
の
原
点
と
思

い
ま
す
。

「
孔
子
の
教
え
」
と
「
二
宮
尊
徳
の
教

え
」
を
実
践
し
た
渋
沢
栄
一
は
左
手
に
ソ

ロ
バ
ン
右
手
に
論
語
で
知
ら
れ
「
論
語
と

ソ
ロ
バ
ン
の
一
致
」
を
突
き
通
し
た
明
治

の
大
実
業
家
で
す
。「
徳
は
元
な
り
、
財

は
末
な
り
」
・
「
苦
労
な
く
し
て
学
業
も

成
功
し
な
い
」
・
「
す
べ
て
の
〝
も
の
・

人
〞
に
は
徳
が
あ
り
、
そ
の
徳
を
生
か
し

て
徳
に
感
謝
し
報
い
る
と
す
る
報
徳
教

育
」。
鉱
物
資
源
が
乏
し
い
日
本
が
世
界

と
の
競
争
で
生
き
残
る
た
め
に
は
人
間
の

「
頭
脳
資
源
」
の
開
発
が
必
要
不
可
欠
で

は
。「
和
木
町
の
大
き
な
目
玉
と
し
た
教

育
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
は
如
何
で
し
ょ

う
か
。
ご
提
言
い
た
し
ま
す
。

【
回
　
答
】

貴
重
な
ご
提
言
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

人
命
尊
重
や
感
謝
の
念
、
物
の
善
悪
の
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！！

今
月
の
納
税

町
・
県
民
税
　
　
　
　
　
２
期
分

国
民
健
康
保
険
料
　
１
・
２
期
分

介
護
保
険
料
　
　
　
　
　
２
期
分

住
宅
使
用
料
　
　
　
７
・
８
月
分

納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
！

片
山
　
博
　
さ
ん
（
和
木
１
丁
目
）
よ
り

和
木
町
へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
次
の
方
々
よ
り
社
会
福
祉
協
議
会

へ
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

●
香
典
返
し

宮
本
　
　
茂
さ
ん
（
瀬
田
１
丁
目
）

久
保
　
　
匡
さ
ん
（
和
木
４
丁
目
）

宮
本
　
鈴
子
さ
ん
（
和
木
３
丁
目
）

山
本
　
照
子
さ
ん
（
和
木
５
丁
目
）

片
山
　
博
　
さ
ん
（
和
木
１
丁
目
）

●
一
般
寄
付

和
木
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
様

寄
付
・
寄
贈

勤
務
内
容
▼
乳
幼
児
の
保
育

勤
務
時
間
▼
8
時
30
分
〜
17
時

賃
　
　
金
▼
日
額
6
、6
0
0
円

資
　
　
格
▼
保
育
士
（
保
母
）
資
格
を
有
す

る
健
康
な
方
（
性
別
不
問
）

応
募
方
法
▼
8
月
27
日
　
ま
で
に
、
履
歴
書
、

保
育
士
（
保
母
）
資
格
証
明
書
の
写
し
を
保

健
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
▼
保
健
福
祉
課
（

52
ー

2
1
3
5
）

臨
時
保
育
士
募
集

期
　
日
▼
10
月
31
日
　

〈
雨
天
決
行
〉

場
　
所
▼
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会

場
（
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

出
店
内
容
▼
日
用
品
・
衣
類
・
手
作
り
品
等

（
飲
食
物
・
使
用
不
可
能
品
は
不
可
）

出
店
料
▼
1
区
画
（
３
m
×
3
m
）
2
、0
0
0

円
（
2
区
画
ま
で
）
※
申
込
み
後
の
返
金
は

い
た
し
ま
せ
ん
。

締
切
り
▼
9
月
24
日
　
た
だ
し
、
50
区
画
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
方
法
▼
所
定
の
申
込
み
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
出
店
料
を
添
え
て
実
行
委

員
会
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
現
金
書
留

可
）

申
込
み
・
問
合
せ

〒
7
4
0
ー

0
0
6
1

玖
珂
郡
和
木
町
和
木
2
丁
目
1
ー

1

「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
」

（
和
木
町
教
育
委
員
会
）

（

53
ー

3
1
2
3

53
ー

6
7
7
6
）

「
わ
き
愛
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

（ ）日（ ）金

（ ）金
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（
７
月
17
日
句
会
）

群
れ
な
し
て
船
虫
走
る
海
人
の
墓

陣
場
　
直
雄

ひ
ぐ
ら
し
の
声
に
つ
つ
ま
れ
柩
出
づ

陣
場
　
孝
子

崖
下
に
か
た
ま
る
家
や
草
を
刈
る

浜
田
千
代
美

投
票
へ
行
く
近
道
や
蓮
の
花

浦
　
　
盈
子

薔
薇
の
香
や
術
後
の
友
の
ほ
ほ
え
み
て

小
川
　
誉
子

蛸
壺
に
青
栗
活
け
て
診
療
所

超
智
　
幸
子

鶏
小
屋
に
青
大
将
の
動
か
ざ
る

下
村
美
恵
子

潮
騒
の
聞
え
る
座
敷
夏
料
理

灰
岡
美
穂
子

炎
天
や
路
面
電
車
の
曲
り
来
る

平
岡
　
菊
江

風
が
出
て
た
ち
ま
ち
雨
の
日
雷

山
重
　
杵
子

笑
顔
よ
き
隣
の
赤
子
合
歓
の
花

与
三
本
愛
子

現
在
、
町
内
全
域
の
町
営
住
宅
の
入

居
申
込
み
を
停
止
し
て
お
り
ま
す
。

問
合
せ
▼
都
市
建
設
課

（

52
ー

2
1
3
5
内
線
4
1
2
）

町
営
住
宅
の
お
知
ら
せ

竹林ボランティア
養成研修受講生募集

目　的

日本三大美竹林の一つである錦川沿岸竹林におい

て、竹林の適正管理を進め竹の繁殖防止を図るため、

竹林ボランティアの養成を行い、県民参加による放

置竹林の適正な整備や管理を推進することを目的と

します。

主　催 山口県岩国農林事務所

日　時 9月12日（日）26日（日）

10月17日（日）9時30分～16時

場　所 岩国市藤河出張所、JA山口東本所横竹林

内　容 竹の伐採の仕方、タケノコ生産林の整備の

仕方

対象者 和木町及び岩国管内の町村の方

18歳以上で、竹林の伐採作業が可能な方

募集人数 50名程度

受講料 無料

申込方法 電話、FAXまたは官製はがきで申込み

のこと。必須事項（住所、氏名、性別、生年月日、

職業、電話番号）

申込期限 8月31日（火）

申込先問合せ 岩国市三笠町1－1－1

岩国農林事務所森林活用課振興班

（ 29－1567、 29－1595）

離職された方のために

勤労者のマイホーム建設のために

県・市町村離職者緊急対策資金

次の方を対象に資金の貸し付けを行いますのでご
利用ください。
対象者　（次のすべてに該当する方）

①　県内に1年以上居住する方
②　離職時の事業所に1年以上勤続していた方
③　離職を余儀なくされた勤労者（雇用保険受給資格
者離職理由コード11、12、31及び32に限る）で離
職後1年以内の方

④　借入申込み時、現に離職しており、かつ、求職活
動を行なっている方

（注）確認書類として、雇用保険受給資格者証等の証明
書が必要です。
資金使途 大学教育資金、住宅資金償還金、冠婚葬祭　

・療養・災害資金、一般生活資金
貸付限度額 70万円～150万円
償還期間 3年～6年以内
貸付利率 年1．0％
保証人等 連帯保証人1名（申込人と別生計の方）と　

（社）日本勤労者信用基金協会の債務保証
（要保証料）

申込み先 中国労働金庫

県勤労者住宅建設促進資金

県では勤労者の住宅建設を促進するために、県内
で住宅の新築等をされる勤労者の方を対象に、県勤
労者住宅建設促進資金（貸付限度額310万円～1,220万
円、償還期間20年～35年以内、貸付利率年2.70％～
3.42％）をかしつけていますので、ご利用ください。
（貸付利率は、金融情勢により変更することがあります。）

問合せ 県東部労政事務所
（ 0834－21－3594）
企画総務課
（ 52－2135内線311）
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幾
山
河
八
十
路
の
坂
を
越
え
ぬ
れ
ば
縁
を

偲
ぶ
人
の
多
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　

正
中
ツ
ヤ
子

南
天
の
花
び
ら
白
く
散
ら
し
つ
つ
昼
肌
寒

き
梅
雨
の
雨
降
る
　
　
　
　
　
　
　
　

三
村
　
浄
コ

不
景
気
を
陽
気
に
さ
せ
る
「
ハ
ル
ウ
ラ
ラ
」

人
気
馬
な
れ
ば
フ
ァ
ン
も
多
し
　
　
　

広
宇
次
信
子

北
に
住
む
姉
よ
り
今
年
も
届
き
た
る
「
佐
藤

錦
」
の
旬
の
う
れ
し
き
　
　
　
　
　
　

中
柴
冨
美
子

雨
に
ぬ
れ
色
あ
ざ
や
か
な
花
菖
蒲
心
も
ぬ

る
る
城
下
散
策
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
渕
ハ
ネ
子

田
植
終
え
山
里
し
づ
か
「
母
子
会
」
の
集
い

に
分
か
つ
お
だ
し
心
根
　
　
　
　
　
　

嘉
屋
　
笑
子

咲
き
競
ふ
野
の
花
　
菖
蒲
留
め
む
と
老
い

も
若
き
も
写
メ
ー
ル
か
ざ
す
　
　
　
　

大
野
　
千
尋

参
院
選
政
治
不
信
を
吹
き
と
ば
す
正
義
の

若
人
出
よ
と
希
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　

神
園
　
静
美

在
り
慣
れ
て
花
の
盛
り
も
散
り
ゆ
く
も
裡

に
留
め
て
葉
桜
の
風
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
巳
津
子

魚
介
類
　
水
揚
げ
さ
れ
し
市
場
ゆ
く
も
と

め
し
ア
ワ
ビ
炭
火
に
踊
る
　
　
　
　
　

箭
野
　
賀
代

不
随
体
に
服
着
せ
る
ご
と
敷
布
団
を
パ
リ

ッ
と
乾
い
た
シ
ー
ツ
で
包
む
　
　
　
　

横
川
美
代
子

株
分
け
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
咲
け
り

想
い
出
残
し
友
は
離
り
ぬ
　
　
　
　

森
本
　
初
子

ざ
る
に
干
す
梅
の
実
匂
ふ
厨
辺
に
雨
音
聞

き
つ
ひ
と
日
の
安
居
　
　
　
　
　
　
　

藤
上
　
紀
子

蜂ヶ峯団地のご案内

公社分譲住宅（宅地）
ご紹介キャンペーン！

ご紹介いただいた方に公社との契約確定後、20万円（10

万円）を贈呈いたします。
先着順申込受付中！

Ａ 今年度、公社住宅に対する利子補給制度が2倍にな

りました！

（例）公庫購入資金融資2,570万円（35年返済）に対し　
利子補給総額250万円

Ｂ 宅地のみの販売も行い、建築業者さんの条件はあ

りません！

団地の特典

●小・中学校の通学等に、町の無料バスが利用できます。

●町の住宅建設資金利子補給制度や建設奨励金が利用でき　

ます。

団地の特徴

●電線の地下埋設⇒電柱のないスッキリとした景観です。

●ゴム舗装の歩道⇒転んでも衝撃が少なくてすみます。

●安全安心宅地⇒万が一の基礎補強にかかる追加費用は、

山口県住宅供給公社が負担いたしますので、安心して住

まいづくりを進めることができます。

◎団地の概要

今回募集区画　44区画

販売宅地価格 1,269万円～1,950万円

設　備 上下水道、電気（地下埋設）、集中プロパン、

CATV（加入金無料）

学　校 和木小学校、和木中学校（登下校には、町内無料

巡回バスがご利用できます。）

問合せ・申込み 山口県住宅供給公社・業務班

（ 083－922－2877）

URL：http://www.ymg.urban.ne.jp/home/yamajyu/

黙とうのお願い

原爆死没者及び第二次世界大戦死没者のご冥福と世界
恒久平和の確立を祈念するために、家庭や職場で次の日
時に1分間の黙とうを捧げましょう。
広島原爆投下時刻

8月6日（金） 8時15分
長崎原爆投下時刻

8月9日（月） 11時2分
終戦記念日

8月15日（日） 正午
サイレンを吹鳴いたします。皆さまのご協力をお願い

いたします。
企画総務課

下水道使用料金が、7月使用分から下表のとおり改定さ
れます。下水道が完成して約30年を経過しており、健全な
下水道事業を行うため、料金改定に対するご理解とご協力
を、よろしくお願いいたします。なお、新料金は7月1日か
ら施行され、7･8月分（9月徴収分）から適用します。

下水道使用料金表（月額）

下水道料金改正のお知らせ

え
に
し

い
で

あ
ん
ご

く
り
や
べ

な

う
ち

区　分 使　　用　　量
改　　　　定 現　　　　行

一 般
家 庭 用

臨 時 用
プール用

10m3まで
11m3～100m3まで

101m3～1,000m3まで
1,001m3以上

一世帯2人まで
1人増すごとに
20m3まで
20m3以上

基本料金
700円

1,013円
942円
2,558円

基本料金
540円

782円
727円
1,974円

超過料金1m3につき

156円
204円
225円
413円
168円

184円

超過料金1m3につき

121円
158円
174円
319円
130円

142円

水道水以
外の水に
よる汚水

家事用

その他

1m3につき
1m3につき

1m3につき
1m3につき



0
7
11

34
58

120
142

187
188

234
304

227
179
185

272
216
210
212
204
194
185

0
10

33
69

131
155

197
191

230
217
225
238

181
199

238
215

179
191

167
168
166

和 木 町 の 人 口 ピ ラ ミ ッ ド
平成16年7月1日現在

総人口　 6,769人
（－4）

世帯数　 2,640世帯
（－5）

和木町の面積　10.56km2

4 3 2 1 0 0 1 2 3（百人）

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

99
94
89
84
79
74
69
64
59
54
49
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女　3,400人
（＋4）

3,369人　男
（－8）

100以上

※「金属・不燃ごみ」とは、指定袋に入れて出せる大きさの金属と不燃ごみです。
※専用の指定袋は町内の小売店等で販売しています。

※アルミ缶回収箱による拠点回収にご協力ください。

※8月の粗大ごみ戸別収集日は、19日（木）となります。
※粗大ごみとは、「金属・不燃ごみ専用指定袋」に入らない大きさで、家庭から出る大型ごみです。

今月から、粗大ごみ収集は
有料となります。

問合せ 住民サービス課（ 52－2135内線204）

雨の日は？

その65

紙ひもで縛って出していただいている、新聞・雑誌、ダンボールは、雨で濡れ
てもかまいません。
収集した古紙は、日本大昭和板紙西日本株式会社芸防工場に持ち込み、紙の原
料として溶かしますので、濡れていても支障ありません。
よって、ビニール等で覆う必要はありませんので、ルールどおり出してください。

①「金属・不燃ごみ」は、専用の指定袋 に入れて出してください。

②「粗大ごみ」は、事前申し込み により、戸別収集をします。

今月から、粗大ごみ収集は
有料となります。
（ルールの守られていないものは取り残します。）
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